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はじめに 
   
ご使用になる前に   

 

 

本取扱説明書では、AUDI車、VW車の診断機能に関してご説明させていただき

ます。ご使用の前に本取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にお使いくださ

い。本体の基本的な操作は、本体の取扱説明書をご覧ください。 

 

 

 

 

 

株式会社インターサポート 
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安全にご利用になるために 
   
ご使用になる前に   

  

 

■ 本製品を安全にお使いいただくために、お使いになる前に、必ず本取扱説明書

ならびに添付のその他の取扱説明書を必ずお読みください。 

■ 本取扱説明書および添付のその他の取扱説明書では、人に対する危害や財産

への損傷を未然に防止するために、危険を伴う操作、お取扱について、次の記

号で警告または、注意しています。内容をよくご理解の上で本文をお読みくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

警告 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重

傷を負う可能性が想定されます。 

 

注意 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が負傷を負う可

能性、物的損害の発生が想定される内容を示しています。 
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本製品を安全にお使いいただくために以下の内容をお守りください。 

以下に述べられている警告や他の案内を無視した事が原因となる製品の損害や、

被害などに関しては、当社は一切責任を負いません。 

 

 

  

 
警告 

● 走行状態でご使用になる場合には、必ず運転者、操作者の2人でご使用ください。操作に

気を取られて事故につながる恐れがあります。 

● AUDI/VW/SEAT/SKODA車の診断はAUDI/VW/SEAT/SKODAのサービスマニュアルによ

り各システムの駆動システム、制御内容を十分に理解した上で行ってください。使用方法を

間違えると、車両に悪影響をおよぼし事故発生の原因となる恐れがあります。 

● アクティブテストは車両が正常な状態（ウォーニングランプ消灯時、故障未検出時）および、

車両停止状態（パーキングブレーキをかけて、輪留めをする）で実行してください。 
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基本設定機能 
   
診断機能   

 

 

1） 診断メニューから『基本表示』を選択して     ボタンを押してください。 

 

  

〈図：診断メニューにて基本設定を選択〉 

 

2） 注意事項が表示されます。内容を確認した上でOKボタンを押してください。 

 

〈図：基本設定の注意事項表示〉 

 

※注意事項が表示されないシステムもあります。 
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3） グループナンバーの入力画面が表示されます。実施したい基本設定のグルー

プナンバーを入力して、     を押してください。 

 

  

〈図：データ表示 グループナンバー入力画面〉 

  
BackSpaceボタンです。入力した数値を１文字分削除します。 
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※グループナンバーとは 

・ 関連する項目をグループ単位にまとめたグループの番号です。 

・ 項目によっては、複数のグループに属する項目もあります。 

 

 

4） 基本設定画面が表示され、指定したグループナンバーに属する項目の現在値

が数値で表示されます。この段階で基本設定を実施しています。 

 

 

 

 

  

〈図：データ表示画面〉 

 

 

項目名 ： 項目名が表示されます。 

現在値 ： 現在値が表示されます。 

単位 ： 単位が表示されます。 

 
 

 前のグループを表示します。 

 次のグループを表示します。 

 

  

項目名 現在値 単位 
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データ表示機能 
   
診断機能   

 

 

1)診断メニューから『データ表示』を選択して     ボタンを押してください。 

 

  

〈図：診断メニューにてデータ表示を選択〉 

 

2)グループナンバーの入力画面が表示されます。表示したいグループナンバーを

入力して、     を押してください。 

 

 

  

〈図：データ表示 グループナンバー入力画面〉 

  
BackSpaceボタンです。入力した数値を１文字分削除します。 
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※グループナンバーとは 

・ 関連する項目をグループ単位にまとめたグループの番号です。 

・ 項目によっては、複数のグループに属する項目もあります。 

 

 

3)データ表示画面が表示され、指定したグループナンバーに属する項目の現在値

が数値で表示されます。 

 

 

 

 

  

〈図：データ表示画面〉 

 

 

項目名 ： 項目名が表示されます。 

現在値 ： 現在値が表示されます。 

単位 ： 単位が表示されます。 

 
 

 前のグループを表示します。 

 次のグループを表示します。 

 
表示する項目を選択します。【詳細はP12を参照】 

※システムによっては、この機能がないため、その場合は表示されません。 

 

  

項目名 現在値 単位 
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■      ボタンの詳細 

 

※注意と補足※ 

・ 接続している車両、選択しているシステムによっては、この機能がない場合があります。 

 

 

①        ボタンをタッチ、又は    ボタンを押すと以下の画面が表示され 

ます。 

 

 

 

 

 

  

〈図：表示項目選択画面〉 

 

 

選択項目一覧 ： 選択した項目名が表示されます。 

項目一覧 ： 項目一覧が表示されます。 

 
 

 選択を終了します。 

 

 

  

 

項目一覧 
選択項目一覧 
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② 項目一覧から、表示する項目を選択します。選択する項目にカーソルを合わ 

せ     ボタンを押して表示する項目を選択してください。     ボタンを 

押すと次のページを表示します。 

項目の選択を終了する場合は、      ボタンをタッチ、又は    ボタン 

を押してください。 

 

 

〈図：表示項目を選択中〉 

 

 

③ データ表示画面に選択した項目が表示されます。 

 

 

 

〈図：選択項目の表示〉 
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単独値読込機能 
   
診断機能   

 

 

１） 診断メニューから『単独値読込』を選択して     ボタンを押してください。 

 

  

〈図：診断メニューにて単独値読込を選択〉 

 

２） グループナンバーの入力画面が表示されます。表示したいグループナンバーを

入力して、     を押してください。 

 

 

  

〈図：単独値読込 グループナンバー入力画面〉 

  
BackSpaceボタンです。入力した数値を１文字分削除します。 
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※グループナンバーとは 

・ 関連する項目をグループ単位にまとめたグループの番号です。 

・ 項目によっては、複数のグループに属する項目もあります。 

 

3)表示できない場合は、下記のようになります。表示される場合はデータ表示と似

た画面になります。 

 

〈図：単独値読込 表示できない画面〉 
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アクティブテスト機能 
   
診断機能   

 

 

 

1） アクティブテストでは、G-scanから信号を送ることにより、アクチュエーターや 

ソレノイド、モーターなどを動かしてテストすることが出来ます。診断メニューから

『アクティブテスト』を選択して  ボタンを押してください。 

 

  

〈図：診断メニューにてアクティブテストを選択〉 

  

 
警告 

● アクティブテストはAUDI/VW/SEAT/SKODAのサービスマニュアルにより各システムの駆

動システム、制御内容を十分に理解した上で行ってください。 

● 使用方法を間違えると車両に悪影響をおよぼし、事故発生の原因となる恐れがあります。 

● アクティブテストは車両が正常な状態（ウォーニングランプ消灯時、故障未検出時）で実行

してください。 
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2） アクティブテスト画面が表示されます。項目名を確認して、  ボタンを 

タッチ、又は     ボタンを押してください。選択しているシステムに関連する 

全てのアクティブテストを順に実行してきます。 

 

 

  

〈図：アクティブテスト画面〉 

 

項目名 ： 次に実行されるアクティブテストの項目名が表示されます。 

 表示されているアクティブテストを実行します。 

 

 

3） アクティブテストが開始されます。アクティブテストの動作を確認しましたら、次の

アクティブテスト画面に移りますので、  ボタンをタッチ、又は    ボタ

ンを押してください。 

 

 

〈図：アクティブテスト実行〉  

項目名 
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4） 次に実行されるアクティブテスト画面が表示されます。 2）と同じように、項目名

を確認して、       ボタンをタッチ、又は    ボタンを押してください。 

以後、全てのアクティブテストが終了するまで2)～3)を繰り返します。 

アクティブテストを途中で終了する場合は、     ボタンを押してメニューに 

戻ってください。 

 

 

  

〈図：アクティブテスト画面〉 

 

 

5） 全てのアクティブテストが終了すると、終了メッセージが表示されますので、 

     ボタンを押してメニューに戻ってください。 

 

 

  

〈図：アクティブテスト画面〉 

  

終了メッセージ 
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※注意と補足※ 

・ AUDI/VW/SEAT/SKODAの一部のシステムにおけるアクティブテストの様式は、選択して

いるシステムのアクティブテスト項目全てを順に行っていくため、他メーカーのアクティブテ

スト様式とは異なります。 
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サービスリセット機能 
   
診断機能   

 

 

 

 

 

 

1） サービスリセットでは、メンテナンス情報のリセットや変更を行なうことが出来ま

す。車種・システム選択画面にて『インフォメーション･コミュニケーション』を選択

して、  ボタンを押してください。システムの詳細が表示されます。 

 

  

〈図：インフォメーション･コミュニケーションを選択〉 

  

 
警告 

● サービスリセットはAUDI/VW/SEAT/SKODAのサービスマニュアルにより各システムの駆動

システム、制御内容を十分に理解した上で行ってください。 

● 使用方法を間違えると車両に悪影響をおよぼし、事故発生の原因となる恐れがあります。 

● サービスリセットは車両が正常な状態（ウォーニングランプ消灯時、故障未検出時）で実行し

てください。 



 

 21 

2） 『17 ｲﾝｽﾄﾙﾒﾝﾄｸﾗｽﾀ』を選択して、  ボタンを押してください。 

通信が開始され診断メニューが表示されます。 

 

 

  

〈図：ｲﾝｽﾄﾙﾒﾝﾄｸﾗｽﾀ選択画面〉 

 

 

3） 診断メニューにおいて『作業サポート』を選択して  ボタンを押してくださ

い。作業サポートメニューが表示されます。 

 

 

 

 

〈図：作業サポートを選択〉 
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4） 『作業サポート』選択後の診断メニューにおいて『サービスリセット』を選択して 

 ボタンを押してください。サービスリセットメニューが表示されます。 

 

 

  

〈図：サービスリセットを選択〉 

 

 

5） サービスリセットメニューが表示されます。 

『Service Reset(OIL INSP)』：オイル交換時期と残り走行距離をリセットします。 

『Service Reset(OIL)』    ：オイル交換時期をリセットします。 

『Service Reset(INSP)』    ：残り走行距離をリセットします。 

通常のリセットを実施する場合、『Service Reset(OIL INSP)』を選択してください。

車両のタイプによってメニュー表示が異なります。 

 

〈図：Service Reset(OIL INSP)を選択〉 
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6） サービスリセット画面が表示されます。  ボタンをタッチ、又は 

ボタンを押してください。サービスリセットが開始され、変更値の値が現在値に 

リセットされていきます。 

 

 

 

〈図：サービスリセット実行画面〉 

 

 

※注意と補足※ 

・ 項目名に表示される項目は、接続している車両によって異なります。 

 

 

7） サービスリセットが正常に終了すると、『リセットしました。』と表示されます。 

 

 

 

〈図：サービスリセット完了画面〉 
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※補足※ 

インストルメントクラスタシステムの作業サポート機能では、接続している車両によって 

『サービスリセット』以外にも、『オプション設定』や『表示言語設定』が出来る場合があります。 

 

≪オプション設定が出来る場合≫ 

 

1） 診断メニューから『オプション設定』を選択して  ボタンを押してください。 

 

 

〈図：オプション設定を選択〉 

 

2） オプション設定画面が表示されますので、各項目の変更値の部分をタッチして変更したい値

に変更した後、ボタンをタッチして変更を確定してください。 

 

 

〈図：オプション設定画面〉 
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≪表示言語設定が出来る場合≫ 

 

1） 診断メニューから『表示言語設定』を選択して  ボタンを押してください。 

 

 

〈図：表示言語設定を選択〉 

 

2） 表示言語設定画面が表示されますので、ボタンをタッチして、変更したい言語に変更値を切り

替えてください。切り替えが終わりましたら、ボタンをタッチして、変更を確定してください。 

 

 

〈図：オプション設定画面〉 

 

 

  



 

 26 

   

システム情報機能 
   
診断機能   

 

 

1） 診断メニューから『システム情報』を選択して     ボタンを押してください。 

 

  

〈図：診断メニューにてシステム情報を選択〉 

 

 

2） システム情報が表示されます。 

 

 

 

〈図：システム情報表示画面〉 
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ログインコントロール機能 
   
診断機能   

 

 

1） ログインコントロール機能では、アダプテーション制御機能【P29】やコード制御/

レコードモジュール機能【P32】において、特定の項目や車両の設定をする場合

に必要とされる『ログイン』を行うことが出来ます。 

診断メニューから『ログインコントロール』を選択して  ボタンを押してくだ

さい。 

 

 

  

〈図：ログインコントロールを選択〉 

 

※注意と補足※ 

・ ログインが必要とされる設定を、アダプテーション制御機能【P29】やコード制御/レコード

モジュール機能【P32】で行う場合、設定を行う前に必ず、ログインを行う必要があります。 
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2） AUDI/VW/SEAT/SKODAのサービスマニュアルを参照して、有効なログインナン

バーを入力して、     を押してください。 

 

 

 

〈図：ログインナンバーを入力〉 

 

 

  
BackSpaceボタンです。入力した数値を１文字分削除します。 

 

 

 

※注意と補足※ 

・ もし、間違ったログインナンバーを入力した場合は、一度イグニッションキーをOFFにして、

数分経過した後に再度ログインを行ってください。 

  



 

 29 

   

アダプテーション制御機能 
   
診断機能   

 

 

 

 

1） アダプテーション制御では、車両側に設定されている、特定の項目の値や設定

値を変更することが出来ます。診断メニューから『アダプテーション制御』を選択

して  ボタンを押してください。 

 

  

〈図：アダプテーション制御を選択〉 

 

  

 
警告 

● アダプテーション制御はAUDI/VW/SEAT/SKODAのサービスマニュアルにより各システム

の制御内容を十分に理解した上で行ってください。 

● 使用方法を間違えると車両に悪影響をおよぼし、事故発生の原因となる恐れがあります。 

● アダプテーション制御は車両が正常な状態（ウォーニングランプ消灯時、故障未検出時）で

実行してください。 
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2） チャンネルナンバーの入力画面が表示されます。変更したい項目のチャンネル

ナンバーを入力して、     を押してください。 

 

 

  

〈図：チャンネルナンバー入力画面〉 

 

  
BackSpaceボタンです。入力した数値を１文字分削除します。 

 

 

3） アダプテーション制御画面が表示されまます。新しく設定する値をを入力して、 

      又は     を押してください。テストとして、入力した値が一時的に 

設定されます。 

 

 

 

〈図：設定値入力画面〉 
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4） 新しく入力した値の保存確認画面が表示されます。テストした値を保存する場合

は、      ボタンをを押してください。保存しない場合は、     ボタンを押

して、メニューに戻ってください。保存しない場合、テストで一時的に設定された

値はIGキーOFF後に消去されます。 

 

 

 

〈図：入力値保存確認画面〉 

 

 

※注意と補足※ 

・ チャンネルナンバー｢00｣では、学習値の消去が行えます。 

学習値の消去を行うと全てのチャンネルの値が初期値に戻ります。 

 

 
 

・ 車両やシステムによっては、学習値の消去が出来ない場合もあります。 
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コード制御/レコードモジュール機能 
   
診断機能   

 

 

 

1） コード制御/レコードモジュール機能では、車載ECUのオプション設定を行うこと

が出来ます。 

診断メニューの項目には、接続している車両や選択しているシステムによって、

『コード制御』又は、『レコードモジュール』どちらかのタイプが表示されます。 

 

 
警告 

● コード制御及びレコードモジュール機能はAUDI/VW/SEAT/SKODAのサービスマニュアル

により各システムの制御内容を十分に理解した上で行ってください。 

● 使用方法を間違えると車両に悪影響をおよぼし、事故発生の原因となる恐れがあります。 

● コード制御及びレコードモジュール機能は車両が正常な状態（ウォーニングランプ消灯時、

故障未検出時）で実行してください。 
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≪コード制御 タイプの場合≫ 

2） 診断メニューから『コード制御』を選択して  ボタンを押してください。 

 

 

  

〈図：コード制御を選択〉 

 

 

3） コードの入力画面が表示されます。新しく設定するコードを入力して、     を

押してください。 

 

 

  

〈図：コード入力画面〉 

 

  
BackSpaceボタンです。入力した数値を１文字分削除します。 

 
参考資料データを開きます。（参考資料がない場合もあります） 

システムによっては、ボタンが表示されない場合もあります。 
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※注意と補足※ 

・ コードの変更を行う時は、必ず現在のコードをメモしてください。 

一度変更すると自動で戻すことは出来ませんので、変更前の値に戻す場合は手動で戻し

て頂く必要があります。 

・ 間違ったコード変更は車載ECUの誤作動を引き起こす恐れがあります。 

必ずAUDI/VWのサービスマニュアルを参照してください。 

 

 

■      ボタンの詳細 

 

 ボタンを押すと、参考資料データが表示されます。 

接続している車両に適した正確な資料は、AUDI/VW/SEAT/SKODAのサービスマ

ニュアルを参照してください。 

 

 

 

〈図：参照画面表示〉 

 

※補足※ 

・ 参考資料データに記載されている「+」記号は、「加算」を意味しています。 

例えば、「+01」と「+04」の項目をONにしたい場合は、「??」の部分を「05」に設定します。 
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≪レコードモジュール タイプの場合≫ 

2） 診断メニューから『レコードモジュール』を選択して  ボタンを押して 

ください。 

 

  

〈図：レコードモジュールを選択〉 

 

 

3） コードの入力画面が表示されます。新しく設定するソフトウェアコーディングの 

コードを入力して、     を押してください。 

 

  

〈図：コード入力画面〉 

 

  
BackSpaceボタンです。入力した数値を１文字分削除します。 

 

参考資料データを開きます。（参考資料がない場合もあります） 

システムによっては、ボタンが表示されない場合もあります。【詳細はPエラー! ブックマー

クが定義されていません。に記載】 

現在コード 
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※注意と補足※ 

・ レコードモジュールでは、ソフトウェアコーディングのコード変更のみを行います。 

ワークショップコード、インポーターナンバーの変更は出来ません。 

・ コードの変更を行う時は、必ず現在のコードをメモしてください。 

一度変更すると自動で戻すことは出来ませんので、変更前の値に戻す場合は手動で戻し

て頂く必要があります。 

・ 間違ったコード変更は車載ECUの誤作動を引き起こす恐れがあります。 

必ずAUDI/VW/SEAT/SKODAのサービスマニュアルを参照してください。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 インターサポート 

〒310-0803 

茨城県水戸市城南1丁目6番39号 

Tel 029-303-8021  Fax 029-303-8022 

ｈｔｔｐs：//www.inter-support.co.jp 

https://g-scan.jp 

 

製品保守センター 

（修理のお問合せはこちら） 

Tel 0570-064-737 → ② （ナビダイヤル※） 

 

サポートセンター 

（製品のご相談・ご質問はこちら） 

Tel 0570-064-737 → ① （ナビダイヤル※） 

Fax 029-303-8055       

※IP電話・PHSからはご利用出来ませんので、FAXでお問い合わせください。 
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